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長
文
記
述

●�

　
題
名
に
『
モ
ア
イ
は
語
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、「
モ
ア
イ
」
に
託
し
て
、

筆
者
は
ど
ん
な
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
次
の
書
き
出
し

に
続
け
て
、
百
字
以
内
の
二
文
で
ま
と
め
な
さ
い
。

　　
　
　
　
初
め
に
筆
者
の
主
張
を
書
き
、
次
に
筆
者
が
そ
う
考
え
る
根
拠
を
書
く
。

手
　
順

モ
ア
イ
は
語
る

　
　

�　
モ
ア
イ
は
私
た
ち
に
何
を
語
り
か
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

①�

　「
地
球
も
同
じ
」と
は
、地
球
の
ど
ん
な
点
が
イ
ー
ス
タ
ー
島
と「
同
じ
」

だ
と
い
う
の
で
す
か
。
二
十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

　
人
口
爆
発
と
森
林
破
壊
が
今
後
も
続
き
、
人
類
が
飢
餓
に
直
面
し
て
も
、

②�

　
筆
者
は
、
人
類
に
求
め
ら
れ
る
の
は
ど
ん
な
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
ま
す

か
。
三
十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

課
題そ

の
前
に

絶
海
の
孤
島
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
で
は
、
森
林
資
源
が
枯
渇
し
、
島

の
住
民
が
飢
餓
に
直
面
し
た
と
き
、
ど
こ
か
ら
も
食
料
を
運
ん
で

く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
地
球
も
同
じ
で
あ
る
。

�
（
教
129
ペ
ー
ジ
10
～
11
行
目
）

20

　
　
　
　
「
人
類
の
生
き
延
び
る
道
」
を
述
べ
た
部
分
に
着
目
。
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人
類
が
生
き
延
び
る
た
め
に
は
、
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ど	

こ	

か	

ら	

も	

食	

料	

を	

運	
ん	
で	

く
	

る	

こ	

と	

が	

で	

き	

な	

い	

点	

。

（
例
）

（
例
）	

有	

限	

の	

資	

源	

を	

効	

率	

よ	

く	

、	

長

	

期	

に	

わ	

た	

っ	

て	

利	

用	

す	

る	

方	

策

	

を	

考	

え	

る	

こ	

と	

。

（
例
）	

有	

限	

の	

資	

源	

を	

、	

効	

率	

よ
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長	

期	

に	
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た	

っ	

て	

利	

用

	

す	

る	

方	

策	
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え	
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必	

要
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あ	

る	

。	
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な	

い	

と

	

急	

激	
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林
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機
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、	

崩	
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じ

	

運	
命	
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る	

こ	

と	

に	

な

	

る	

だ	
ろ	

う	

。


